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学
び
の
系
譜
4　

予
備
校
、
実
業
学
校
、
専
門
学
校

　

財
団
法
人
中
央
大
学
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
十
二
月

三
十
日
、
専
門
学
校
令
に
準
拠
し
た
中
央
工
業
専
門
学
校
の
設
立

申
請
書
を
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
。
こ
の
申
請
は
翌
年
の
三
月

十
三
日
に
認
可
を
受
け
、
機
械
科
・
航
空
機
科
か
ら
な
る
本
学
初

の
理
工
系
専
門
学
校
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

申
請
書
中
の
「
中
央
工
業
専
門
学
校
新
設
理
由
」
に
よ
っ
て
、

当
初
は
中
央
大
学
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
工
学

部
の
新
設
が
計
画
さ
れ
て
は
い
た
が
、「
工
学
部
ノ
施
設
ニ
必
要

ト
ス
ル
物
資
ヲ
調
達
ス
ル
コ
ト
ハ
容
易
ノ
業
ニ
ア
ラ
ザ
ル
」
た

め
、「
先
ツ
工
業
専
門
学
校
ヲ
増
設
シ
テ
他
日
工
学
部
完
成
ノ
素

地
」
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
工
業
専
門
学
校
創
設
の
背
景
に
は
、
戦
況
悪
化
の

中
、「
決
戦
」
体
制
の
構
築
を
学
校
教
育
に
ま
で
貫
徹
し
よ
う
と

す
る
政
府
・
文
部
省
の
基
本
政
策
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

四
三
年
十
月
十
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦

時
非
常
措
置
方
策
」
で
は
、
理
科
系
大
学
・
専
門
学
校
の
整
備
拡

充
と
文
科
系
大
学
・
専
門
学
校
の
統
合
整
理
を
推
進
す
る
こ
と
が

達
成
目
標
の
一
つ
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
引
き
続
き
制
定
さ
れ
た
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置

方
策
ニ
基
ク
学
校
整
備
要
領
」
に
は
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、

私
立
文
科
系
大
学
の
学
部
・
予
科
の
入
学
定
員
を
従
来
の
三
分
の

一
と
す
る
こ
と
、
同
系
専
門
学
校
・
専
門
部
の
入
学
定
員
を
従
来

の
二
分
の
一
と
す
る
こ
と
、
同
系
大
学
・
専
門
学
校
の
統
合
と
理

科
系
大
学
・
専
門
学
校
へ
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
、
な
ど
が
掲
げ

ら
れ
て
い
た
。

　
「
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
が
規
定
通
り
実
施
さ
れ
れ
ば
、
私
立

の
文
科
系
大
学
・
専
門
学
校
の
存
立
が
危
う
く
な
る
の
は
誰
の
目

に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
各
大
学
・
専
門
学
校
の
関
係

者
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
緩
和
を
執
拗
に
軍
部
や
文
部
省
へ
働
き

か
け
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
思
い
切
っ
た
学
内
改
革
を
実
現
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
中
央
工
業
専
門
学
校
を
新
設
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中
央
工
業
専
門
学
校
の
創
設

し
、
あ
わ
せ
て
四
四
年
度
の
商
学
部
・
専
門
部
商
学
科
の
入
学
募

集
を
停
止
し
た
の
で
あ
っ
た
。
理
工
系
学
部
学
科
の
新
設
拡
充
と

い
う
点
で
は
、
他
の
私
立
大
学
も
同
様
の
措
置
を
と
っ
て
い
た
。

　

四
三
年
末
か
ら
四
四
年
初
頭
に
か
け
て
、
東
京
明
治
工
業
専
門

学
校
の
設
立
（
明
治
大
学
）、
法
政
大
学
航
空
工
業
専
門
学
校
の

新
設
、
専
門
部
工
科
内
の
航
空
機
科
・
電
気
通
信
科
・
鉱
山
地
質

科
の
増
設
（
早
稲
田
大
学
）、専
門
部
工
科
の
創
設
（
日
本
大
学
）

な
ど
の
申
請
が
相
次
い
だ
。

　

と
こ
ろ
で
創
設
時
の
中
央
工
業
専
門
学
校
は
、
予
科
校
舎
と
学

部
校
舎
の
一
部
を
共
用
し
た
も
の
で
、
実
験
・
実
習
設
備
は
皆
無

の
状
態
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
不
十
分

な
設
備
環
境
で
の

発
足
は
、「
戦
時

非
常
措
置
方
策
」

に
対
し
て
早
急
に

対
応
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状

況
は
、
他
の
私
立
大
学
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
本
学
が
自
前
の
実

験
・
実
習
設
備
を
設
け
る
ま
で
は
、
株
式
会
社
新
潟
鉄
工
所
蒲
田

工
場
と
日
本
小
型
飛
行
機
株
式
会
社
府
中
工
場
を
利
用
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

具
体
的
な
教
員
構
成
に
つ
い
て
は
、
機
械
科
長
に
は
海
軍
少
将

中
尾
金
房
、
航
空
機
科
長
に
日
本
小
型
飛
行
機
株
式
会
社
技
術
部

長
の
宮
原
旭
を
招
し
ょ
う
聘へ
い
し
、
二
〇
数
人
の
教
授
・
講
師
陣
で
初
年
度

の
授
業
を
開
始
し
た
。

　

修
業
年
限
は
三
年
で
、
入
学
定
員
は
機
械
科
・
航
空
機
科
と

も
一
〇
〇
人
ず
つ
と
さ
れ
た
。
入
学
検
定
料
・
入
学
金
は
と
も
に

一
〇
円
、
授
業
料
は
年
間
二
二
〇
円
で
あ
っ
た
。
初
年
度
入
学
生

の
実
数
は
判
然
と
し
な
い
が
、
四
四
年
度
の
中
央
工
業
専
門
学
校

授
業
料
収
入
が
三
七
、
四
八
〇
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
〇
人

程
度
の
新
入
生
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
の
敗
戦
を
契
機
と
し
て
、
四
五
年
十
二
月
に
航
空
機
科

は
工
業
物
理
科
に
改
変
さ
れ
た
。
そ
し
て
四
七
年
三
月
に
は
中
央

工
業
専
門
学
校
初
の
卒
業
生
一
五
七
人
（
機
械
科
八
六
人
・
工
業

物
理
科
七
一
人
）
が
誕
生
し
た
。
そ
の
の
ち
四
九
年
四
月
の
新
制

大
学
工
学
部
の
発
足
に
と
も
な
い
同
校
は
廃
止
さ
れ
、
わ
ず
か
五

年
で
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
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